
『
隠
岐
国
産
物
帳
』
の
方
言
語
業

『
中
国
五
県
言
語
地
図
』
と
の
対
照
に
よ
る

『
隠
岐
国
産
物
帳
』
に
関
し
て
は
既
に
諸
本
を
紹
介
し
て
、
絵
図
註
書
が
備

わ
っ
て
い
る
産
物
の
配
列
順
序
の
違
い
に
ょ
っ
て
A
類
 
B
類
の
二
系
統
に
分

(
1
)

か
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
編
集
の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
『
隠
岐

国
海
士
郡
海
士
村
産
物
扣
江
』
の
産
物
帳
資
料
と
し
て
の
紹
介
と
本
文
の
翻
刻

(
3

も
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機
会
に
、
一
部
の
記
事
に
関
連
し
た
形
で
は
あ

る
が
、
方
一
言
語
章
資
料
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
広
戸
惇
氏
の
『
中
国
五
県
言
語
地
図
』
(
昭
和
四
十
年
、
風
間
書
房
)

に
現
れ
て
い
る
旧
隠
岐
国
の
方
言
分
布
と
の
対
照
を
通
し
て
、
隠
岐
の
産
物
帳

資
料
の
記
事
が
方
言
語
粂
資
料
と
し
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
か
に
つ
い
て

や
や
詳
し
く
検
討
し
よ
う
と
す
る
。

本
論
に
入
る
前
に
、
『
隠
岐
国
産
物
帳
』
(
以
下
、
「
隠
岐
産
物
L
 
と
略
称
)
と

『
海
士
村
産
物
相
江
』
(
同
「
海
士
産
物
L
)
の
記
事
内
容
の
異
同
に
つ
い
て
簡
単

に
一
記
し
て
お
こ
う
。

両
資
料
の
記
事
の
中
で
、
海
藻
類
の
分
類
意
識
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
既

(
3
)

に
指
摘
し
た
。
海
士
産
物
が
日
常
食
用
と
さ
れ
る
も
の
は
菜
類
へ
、
そ
う
で
な

い
も
の
を
草
類
へ
分
属
さ
せ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
隠
岐
産
物
で
は
食
用
に
適

さ
な
い
も
の
を
含
め
て
海
藻
類
す
べ
て
を
菜
類
へ
所
属
さ
せ
た
た
め
に
、
菜
類

と
い
う
分
類
の
趣
旨
を
逸
脱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
の
分
類
上
の
違
い
と
産
物
名
の
表
記
に
関
す
る
相
違
を
除
け
ば
、
隠
岐
産

物
の
記
事
内
容
は
、
産
物
の
配
列
を
始
め
と
し
て
海
士
産
物
と
非
常
に
ょ
く
一

致
し
、
両
資
料
の
間
に
は
単
な
る
編
集
材
料
と
完
成
本
と
言
う
だ
け
に
と
ど
ま

ら
な
い
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
(
海
士
産
物
の
配
列
は
絵
図
註
書
が
備
わ
る
産
物

を
分
類
末
尾
に
一
括
す
る
こ
と
が
な
い
隠
岐
産
物
A
類
と
同
じ
で
、
こ
れ
が
本

来
の
配
列
と
思
わ
れ
る
。
)
記
事
の
出
入
り
も
少
な
く
、
隠
岐
産
物
の
竹
類
、
虫

類
、
蛇
類
、
百
姓
給
物
類
(
海
藻
類
を
除
く
)
の
記
事
は
、
海
士
産
物
の
記
載

の
中
に
す
べ
て
含
ま
れ
る
。
た
だ
、
菌
類
と
魚
類
に
は
大
き
な
相
違
が
認
め
ら

れ
、
隠
岐
産
物
の
編
集
過
程
で
大
幅
な
増
補
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
穀

類
や
木
類
に
も
増
補
稔
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
類
で
は
互
い
に
数
種
の
出

入
り
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
隠
岐
産
物
の
記
事
は
主
要
な
部
分
を
海
士
産
物
に
基
づ
き
な
が

ら
、
菌
類
や
魚
類
な
ど
に
増
補
を
行
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
大
部
分
は
海
士
村

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

田
籠

一
九
九
一
年
三
月

博一
九
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『
隠
岐
国
産
綴
』
の
方
嘉
条

か
ら
の
報
告
を
ほ
と
ん
ど
変
更
す
る
こ
と
な
く
記
載
さ
れ
た
か
の
よ
う
で
あ

(
4
)

る
。
こ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ぱ
、
左
言
語
象
資
料
と
し
て
見
た
場
合
に
は
、
残

念
な
が
ら
そ
の
資
料
的
価
値
を
低
め
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
産
物
帳
作

成
当
時
の
隠
岐
に
お
い
て
も
、
今
日
と
同
じ
よ
う
に
種
々
の
地
域
的
変
異
が
存

在
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
一
村
の
報
告
に
偏
し
た
編
集
を
行
っ
た
結
果
隠
岐

方
一
言
の
多
様
性
が
記
事
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
異

名
注
記
が
豊
富
と
は
言
え
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
未
発

見
の
他
村
の
報
告
書
に
期
待
す
る
外
は
な
い
。 田

籠
博

産
物
帳
の
方
一
言
語
象
資
料
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
測
る
た
め
に
は
、
い
く
つ

か
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
萩

藩
の
『
周
防
産
物
名
寄
』
所
載
の
記
事
を
広
戸
氏
の
『
中
国
五
県
言
語
地
図
』

(
5
)

と
比
較
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
『
周
防
産
物
名
寄
』
が
載
せ
る
産
物
名
の
中
に

は
、
一
言
語
地
図
に
お
け
る
周
防
地
域
で
は
既
に
失
わ
れ
、
隣
接
地
域
に
分
布
を

移
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
つ
ま
り
、
二
百
年
以
一
剛
の
産
物

帳
と
現
代
の
言
語
地
図
を
比
較
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
方
一
言
語
業
の
分
布
変
化

を
描
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
が
、
隠
岐
の
産
物
帳
に
限
っ
て

言
え
ば
、
こ
の
方
法
は
必
ず
し
も
最
善
の
選
択
で
は
な
い
。
本
士
か
ら
隔
絶
し

た
隠
岐
に
あ
っ
て
は
、
産
物
帳
当
時
に
存
在
し
た
分
布
に
大
き
な
変
化
が
生
じ

た
場
貪
隣
接
地
域
へ
の
移
動
と
し
て
一
磊
地
図
に
残
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
場
合
に
ょ
っ
て
は
島
か
ら
島
へ
の
移
動
ま
た
は
同
じ
島
内

で
の
地
域
移
動
と
し
て
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
の

分
布
ホ
久
化
が
消
え
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
大
き
な
期
待
を
抱
く

こ
と
は
難
し
い
。
さ
し
当
た
り
、
公
刊
さ
れ
た
諸
種
の
研
究
書
や
方
言
辞
典
な

ど
と
の
語
章
比
較
を
行
い
、
そ
れ
ら
が
産
物
帳
の
時
代
に
ま
で
遡
る
か
否
か
を

検
討
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
資
料
的
価
値
を
測
る
方
法
を
、
別
に
採
用
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
準
備
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
『
中
国
五
県
言
語
地
図
』
と
産
物
帳
の
記
事
の
簡
単
な
対
照
表
を
示
す
。

紙
幅
の
関
係
で
詳
し
い
資
料
の
提
示
は
行
わ
な
い
。
表
に
は
原
書
の
地
図
番
号

と
項
目
名
(
表
記
は
私
意
に
ょ
り
改
め
た
)
を
示
し
、
次
い
で
産
物
帳
の
記
事

を
隠
岐
産
物
、
海
士
産
物
の
順
に
掲
げ
た
。
記
事
が
一
致
し
て
い
る
場
合
は
隠

岐
産
物
で
代
表
さ
せ
、
振
り
仮
名
や
濁
点
の
有
無
だ
け
が
相
違
す
る
場
合
も
一

方
の
資
料
を
引
い
た
。
*
印
を
持
つ
の
は
直
前
の
記
事
の
異
名
注
記
で
あ
る
。

そ
の
下
に
一
聶
地
図
か
ら
参
照
す
べ
き
語
形
を
選
ん
で
例
示
し
て
い
る
。

二
0

(
M
)
(
項
目
)

1
 
背
黒
鵲
鵤

3

露
物
帳
記
事
)

セ
キ
レ
イ

鵲
鵤

浜
千
鳥

(
マ
マ
)

ヒ
ス
イ

蓊
翠
、
魚
杓

ホ
ウ
シ
ロ

画
眉
鳥
、
ほ
う
じ
ろ

四
十
雀

ミ
ソ
サ
、
イ駕

ヤ
マ
カ
ラ

山
雀

燕寄
、
、
ツ
ク

角
鵄
、
木
兎

ケ
ラ
ツ
ツ
キ

啄
木
鳥

49

頬
白

四
十
雀

鷄
駕

ひ
た
き

燕臭啄
木

57

(
参
照
語
形
)

セ
キ
レ
ー
、
カ
ワ
ス
ズ
メ

ハ
マ
チ
ド
リ
バ
マ
ウ
チ
ド
リ
バ
マ
エ
チ
ド
リ

カ
ワ
セ
ミ
、
カ
ワ
ス
ズ
メ

ホ
ー
、
ジ
ロ

シ
、
ジ
ユ
ー
ガ
ラ

ミ
ソ
サ
ザ
イ

ヤ
マ
ガ
ラ

ツ
バ
ク
ラ
、
ツ
バ
ク
ロ
、
ツ
ン
バ
ク
ロ

ヨ
ズ
ク
、
ヨ
、
ソ
ク
、
フ
ク
ロ
ー

ケ
ラ
ツ
ツ
キ
、
ケ
ラ

812 10
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目
高

蜷蜷
埣

女
郎
蜘
蛛

娘蝿
牛

括
蛾

蟷
螂

黄
金
虫

紙
魚

娘
姑

土
蜂

熊
蜂

毛
虫

蟻蝶

ね
ん
ぶ
つ
ご

き
り
ご

山
く
も

イ
ナ
ゴ

蠢カ
タ
ツ
プ
リ

蝿
牛
、
か
た
つ
ぶ
り

ナ
メ
ク
シ
リ

姑
喩
な
め
く
じ
り

カ
マ
キ
リ

蟷
螂

ひ
だ
ん

ソ
ミ壷

し
み

ケ

ラ

蟆
姑
け
ら

ヂ
ガ
ハ
チ

揺
蛾
ぢ
が
蜂

ク
マ
ハ
チ

馬
蜂
く
ま
蜂

け
む
し
、
毛
虫

ア
リ蟻蝶

ハ
ナ
ガ
ラ
、
カ
メ
ガ
ラ

ダ
ン
ジ
リ

ス
ミ
レ

マ
ツ
ブ
キ

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

ネ
ン
ブ
ツ
ゴ

ニ
ー
ナ
、
カ
ワ
ニ
ー
ナ

キ
リ
ゴ
、
キ
ッ
ゴ
、
コ
ー
ロ
ギ

ヤ
マ
グ
モ

イ
ナ
ゴ
、
エ
ナ
ゴ
、
ギ
(
1
)
ス
、
キ
リ
ゴ

カ
タ
ツ
ム
リ
、
ナ
メ
ク
ジ
、
デ
ン
デ
ン
ム
シ

ナ
メ
ク
ジ

カ
マ
キ
リ

ヒ
ダ
ン
、
フ
ダ
ン
、
フ
ダ

ツ
ク
シ
、
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ー
シ

ア
ケ
ビ
、
ア
キ
ビ
、
ア
ク
ビ

グ
ミ
グ
ー
ミ
グ
ィ
ミ

タ
ナ
ゴ

イ
モ
リ

ヤ
モ
リ

カ
ラ
シ
グ
チ
ナ

マ
ム
シ
、
マ
モ
シ

イ
タ
ド
リ

だ
に

イ
モ
ズ
ラ
ノ
ハ
ナ

木
通

春
茱
萸

秋
茱
萸

木
通
、
あ
け
び

グ
ミ

グ

ミ

胡
類
子
、
萸

た
な
ご
の
^
、
た
な
ご

*
あ
さ
と
り

イ
タ
ト
リ

虎
杖

い
も
つ
る
草

*
お
と
り
莫
お
こ
り
草

山
百
合
百
貪
百
合
草

山
葡
萄
山
ふ
と
う
、
山
葡
萄

*
え
び
か
づ
ら

ネ
ネ
ノ
キ
ネ
プ
ノ
キ

合
歓
木
合
歓
木
、
合
歓
木

カ
タ
ワ
ミ

か
た
ば
み
酢
醤
莫
か
た
は
み
草

カ
、
ミ
ク
サ

白
斂
草
、
か
か
み
草

*
す
い
く
さ
、
す
い
草

す
い
ぱ
し
ん
ざ
い

さ
る
と
り
さ
る
力
た
り

い
ぱ
ら
馬
力
た
り

青
か
た
り

花
が
ら

露
草

蓮
華

だ
ん
じ
り

イ
プ
ス

ス
ミ
レ

紫
花
地
丁
、
茎

菫

ま
つ
ぶ
き
、
松
ぶ
き

杉
菜

*
す
ぎ
な
、
杉
菜

ツ
ク
く
シ

士
筆

シ
ミ

も
ぐ
ら

ケ
ラ

ジ
ガ
バ
チ
、
ジ
カ

ク
マ
バ
チ

ケ
ム
シ

だ
に

蜻
娚

井
守

守
宮

青
大
将

蝮

ほ
じ

ム
ク
ロ

土
龍

ト
カ
リ

石
龍
子
、
と
か
げ

イ
モ

り

龍
盤
魚
、
い
も
り

ヤ
モ
リ

守
宮
や
も
り

カ
ラ
ス
ク
チ
ナ
ワ

鳥
蛇

マ
ム
シ

蝮
ま
む
し

ア
ケ
ヒ

一
九
九
一
年
三
月

ヤ
マ
ユ
リ
、
ユ
リ

エ
ビ
、
エ
ブ

カ
ー
カ
、
カ
ー
カ
ノ
キ

カ
タ
バ
ミ

虎
杖

昼
顔

一
三

ス
ィ
ク
サ
、
ス
ィ
グ
サ

シ
ン
ジ
ャ
イ
ジ
ン
ゼ
ー
ジ
ン
ザ
イ

カ
タ
リ
、
サ
ン
キ
レ
ガ
タ
リ
、
サ
ル
ガ
タ
リ

ウ
マ
ガ
タ
リ

ア
リ

チ
ョ
ー
、
チ
ョ
ー
チ
ョ

ダ
ニ

ホ
ジ
、
フ
ジ

モ
ク
ロ
、
モ
グ
ロ

ト
カ
ゲ
、
ト
カ
ケ

士
筆

〔422〕

67 64 63 62 61 59 52 51 50 47 43 42 40 39 38 36 33 32 29 26

96 95 92 91 89

24 18 15

蜷テ

88 85 84 83 82 81 79 7フ 76 75 73



『
隠
岐
国
産
綴
』
の
方
一
言
語
暈

は
こ
べ

母
子
草

ど
く
だ
み

ハ
コ
ベ

繁
纏
は
こ
べ

*
ひ
づ
る

ホ
ウ
コ
ク
サ

鼠
麹
莫
ほ
う
こ
草

い
ぬ
そ
ば

*
ど
く
だ
み

夏
大
豆

*
そ
ら
豆

セ
キ
レ
イ

空
豆

田
籠
博

以
下
、
順
を
追
っ
て
各
対
照
記
事
を
示
し
、
私
見
を
交
え
な
が
ら
解
説
す
る

こ
と
に
す
る
。
し
ば
し
ぱ
引
用
す
る
広
戸
惇
氏
の
『
中
国
五
県
言
語
地
図
』
「
解

説
編
」
は
単
に
「
解
説
L
 
と
略
称
し
た
。
解
説
に
お
い
て
隠
岐
の
各
地
域
を
指

示
す
る
場
貪
ま
ず
島
前
と
島
後
の
二
地
域
に
分
け
、
島
前
は
島
ご
と
に
海
士

町
西
ノ
島
町
、
知
夫
村
に
、
島
後
は
西
郷
町
五
箇
村
、
西
郷
町
中
村
の
各

三
地
域
に
分
け
る
。
都
万
村
は
西
郷
町
に
含
め
、
布
施
村
は
中
村
と
一
括
し
た
。

町
や
村
は
省
略
す
る
。

ハ
コ
ベ
ラ

ヒ
ズ
ル
、
ヘ
ズ
ル
、
ヒ
ズ
リ
ベ
ズ

リホ
ー
コ
グ
サ
、
ハ
ー
コ

エ
ノ
ゾ
マ
、
イ
ノ
ゾ
マ
、
エ
ノ
ゾ
メ

ド
ク
ダ
メ
、
ド
ク
ダ
ミ

ナ
ツ
ダ
イ
ズ
、
ナ
ツ
マ
メ

駈
1
 
背
黒
鵲
鵤
鵲
鵤

セ
キ
レ
ー
、
カ
ワ
ス
ズ
メ

浜
千
鳥

ハ
マ
チ
ド
リ
バ
マ
ウ
チ
ド
リ
バ
マ
エ
チ
ド
リ

セ
キ
レ
イ

「
鵲
鵠
」
は
よ
い
と
し
て
も
、
別
記
事
の
「
浜
千
鳥
」
を
並
べ
る
の
は
問
題

に
な
る
。
地
図
の
語
形
ハ
マ
チ
ド
リ
と
の
関
連
で
後
者
を
加
え
た
が
、
産
物
帳

の
配
列
で
は
「
鴛
鴛
浜
千
鳥
、
鴫
」
の
順
で
あ
り
、
水
鳥
類
が
列
挙
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
べ
き
で
、
い
わ
ゆ
る
チ
ド
リ
類
に
該
当
す
る
可
能
性
が
高
い
。

従
っ
て
「
鵲
鵤
」
の
異
称
と
し
な
い
の
が
適
当
か
も
知
れ
な
い
。
島
後
の
五
箇

中
村
に
力
ワ
ス
ズ
メ
が
見
え
て
い
て
、
本
士
の
力
ワ
ラ
ス
ズ
メ
、
カ
ー
ラ
ス
ズ

メ
と
の
関
係
を
示
し
て
い
る
が
、
産
物
帳
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、

2
図
「
黄
鵲
鵤
L
 
は
隠
岐
の
分
布
が
示
さ
れ
て
い
な
い
し
、
産
物
帳
に
も
該
当

す
る
記
事
は
な
い
。

(
マ
マ
)

ヒ
ス
イ

北
3
 
川
蝉

鬚
翆
魚
杓

カ
ワ
セ
ミ
、
カ
ワ
ス
ズ
メ

ヒ
ス
イ

産
物
帳
の
間
に
相
違
が
あ
る
。
隠
岐
産
物
の
「
蓊
亀
」
は
力
ワ
セ
ミ
類
を
意

味
す
る
漢
名
で
あ
り
、
海
士
産
物
の
「
魚
杓
」
は
「
魚
狗
L
 
の
誤
り
で
あ
る
。

後
者
は
普
通
に
は
「
か
わ
せ
み
」
に
宛
て
る
表
記
で
、
「
ひ
す
い
」
と
読
む
と
は

思
わ
れ
な
い
。
「
か
わ
せ
み
し
だ
と
す
れ
ば
、
海
士
産
物
が
報
告
し
た
名
称
を
隠

岐
産
物
が
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
地
図
に
は
島
前
の
分

布
表
示
が
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
解
説
」
は
島
前
に
こ
の
鳥
が
生
息
し
な

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
す
る
と
海
士
産
物
の
記
事
の

信
^
^
が
問
題
に
な
る
。
中
^
に
あ
る
力
ワ
ス
ズ
メ
は
、
前
条
の
よ
う
に
多
く

は
「
背
黒
鵲
鵤
L
 
を
表
す
語
形
で
あ
る
。

隠
岐
産
物
の
「
ひ
す
い
」
は
漢
字
表
記
に
引
か
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
海
士

産
物
と
同
じ
く
「
か
わ
せ
み
」
と
読
む
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
小
野

蘭
山
の
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
に
薩
摩
方
一
言
の
ヒ
ス
ィ
を
記
し
、
『
日
本
左
言
大
辞

(
7
)

典
』
に
は
九
州
そ
の
他
に
こ
れ
が
あ
る
こ
と
を
載
せ
て
い
る
か
ら
、
か
つ
て
の

隠
岐
に
こ
の
名
称
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。

ホ
ウ
シ
ロ

M
4
 
頬
白

画
眉
鳥
、
ほ
う
じ
ろ

ホ
ー
ジ
ロ
、
シ
ト
ト

M
5
 
四
十
雀
四
十
雀

シ
ジ
ユ
ー
ガ
ラ
、
ホ
ー
ジ
ロ

対
照
表
に
は
問
題
が
な
い
。
た
だ
し
、
隠
岐
に
お
け
る
ホ
ー
ジ
ロ
と
い
う
語

形
は
、
島
後
で
は
「
頬
白
」
を
指
す
地
点
が
多
い
け
れ
ど
も
、
島
前
で
は
「
四

十
雀
」
を
言
う
地
点
が
多
い
。
産
物
帳
の
よ
う
な
使
い
分
け
は
、
地
図
で
一
言
え

ば
島
後
の
状
態
に
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
海
士
産
物
の
記
事
か
ら
、
か
つ
て

ニ
ニ

鵬 101 100
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の
島
前
で
も
地
図
の
島
後
と
同
じ
使
い
分
け
が
あ
っ
た
と
一
言
え
る
。
ま
た
、
 
4

図
で
隠
岐
全
域
に
分
布
す
る
シ
ト
ト
が
産
物
帳
に
見
え
な
い
点
も
気
に
な
る
。

シ
ト
ト
と
い
う
名
称
自
体
の
歴
史
は
相
当
古
い
よ
う
で
あ
る
が
、
石
見
西
部
や

周
防
長
門
に
シ
ト
ト
系
の
語
形
が
分
布
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
産

物
帳
の
時
代
に
は
ま
だ
分
布
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ミ
ソ
サ
、
イ

M
7
 
鷄
駕

ミ
ソ
サ
ザ
イ

鶴
駕

こ
の
限
り
で
は
問
題
が
な
い
。
地
図
に
は
隠
岐
の
特
有
語
形
と
し
て
島
後
と

海
士
に
ヤ
ブ
ク
グ
リ
が
見
え
て
い
る
が
、
産
物
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

ヤ
マ
カ
ラ

M
8
 
ひ
た
き
山
雀

ヤ
マ
ガ
ラ

ヤ
マ
カ
ラ

「
山
雀
」
を
対
照
さ
せ
た
の
は
、
海
士
で
ヤ
マ
ガ
ラ
と
一
言
う
か
ら
で
あ
る
が
、

中
国
地
方
に
類
例
が
な
い
上
に
、
島
後
の
2
地
点
が
ヒ
ー
カ
ン
、
ヒ
タ
キ
と
異

な
っ
て
い
る
状
態
で
は
確
実
と
は
言
え
な
い
。

M
9
 
荘
{

燕

ツ
ン
バ
ク
ラ
、
ツ
バ
ク
ロ
、
ツ
ン
バ
ク
ロ

産
物
帳
の
読
み
が
明
ら
か
で
な
い
か
ら
何
と
も
一
言
え
な
い
。
地
図
の
語
形
か

ら
す
る
と
「
つ
ば
く
ら
」
あ
る
い
は
「
つ
ぱ
く
ろ
」
と
で
も
読
む
べ
き
か
0

ミ
、
ツ
ク

角
鴫
、
木
兎

甥
杲

ヨ
ズ
ク
、
ヨ
ゾ
ク
、
フ
ク
ロ
ー

こ
れ
は
対
照
が
適
切
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
産
物
帳
に
は
「
杲
」
の
記
事

が
な
く
、
^
に
^
げ
た
よ
う
に
「
み
み
、
つ
く
」
だ
け
が
^
つ
て
い
る
9
「
み
＼
み
、
つ

く
」
や
「
鳧
」
を
総
称
し
て
ヨ
ズ
ク
と
一
晉
っ
た
と
す
れ
ぱ
、
産
物
帳
に
載
ら
な

い
理
由
も
う
な
ず
け
る
。

ケ
ラ
ツ
、
キ

ノ

聖
啄
木

啄
木
鳥
、
啄
木

ケ
ラ
ツ
ツ
キ
、
ケ
ラ

ノ

島
後
に
ケ
ラ
ツ
ツ
キ
、
ケ
ラ
が
分
布
し
、
 
1
地
点
だ
け
に
キ
ツ
ツ
キ
が
見
え

る
。
島
前
で
は
海
士
と
西
ノ
島
に
各
1
地
点
キ
ツ
ツ
キ
が
あ
る
。
海
士
産
物
は

「
啄
木
」
と
あ
る
だ
け
で
読
み
が
不
明
で
あ
る
。
隠
岐
産
物
と
同
じ
く
「
け
ら

一
九
九
一
年
三
月

つ
つ
き
し
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
島
前
に
お
け
る
キ
ツ
ツ
キ
以
前
の
語
形
が
現

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

M
巧
目
高

ネ
ン
ブ
ツ
ゴ
、
ネ
ン
ボ
、
ネ
ボ
、
メ
ン
ボ

ね
ん
ぶ
つ
ご

「
ね
ん
ぶ
つ
ご
し
に
は
次
の
絵
図
註
書
が
あ
る
。

川
に
住
小
魚
に
て
、
鱗
細
か
な
り
。
背
の
色
薄
黒
く
、
腹
の
方
白
し
。
形

(
8
)

ほ
ら
に
似
申
候
。
大
さ
は
八
九
歩
斗
も
御
座
候
。

描
か
れ
て
い
る
図
は
、
メ
ダ
カ
の
特
徴
を
写
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、

と
も
か
く
こ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ネ
ン
ブ
ツ
ゴ
は
島
前
に
見

ら
れ
、
島
後
で
は
語
形
変
化
が
は
な
は
だ
し
い
。

蜷

器
蜷

ニ
ー
ナ
、
カ
ワ
ニ
ー
ナ

ニ
ー
ナ
と
い
う
語
形
は
出
雲
な
ど
に
も
広
く
分
布
し
て
い
る
か
ら
、
隠
岐
だ

け
の
現
象
で
は
な
い
。
産
物
帳
に
は
「
海
に
な
、
川
に
な
」
の
種
類
を
載
せ
る
。

ニ
シ

ち
な
み
に
、
知
夫
を
除
く
地
域
で
「
螺
」
と
の
混
同
が
目
立
つ
。
産
物
帳
で
は

ニ
シ

「
螺
海
に
し
、
田
に
し
」
と
別
記
さ
れ
て
い
る
。

器
据
蜂

キ
リ
ゴ
、
キ
ッ
ゴ
、
コ
ー
ロ
ギ

き
り
ご

産
物
帳
と
地
図
の
間
で
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
例
の
キ
リ
ギ
リ
ス
と
の
関

ス
、
ム
シ

係
を
加
え
る
と
簡
単
で
は
な
い
。
隠
岐
産
物
で
は
別
に
「
松
曳
金
鐘
児
、
玉

キ
リ
く
ス

ハ
タ
ヲ
リ

虫
」
の
後
に
「
蟠
蝉
」
が
載
っ
て
い
て
、
「
莎
鶏
、
轡
む
し
し
が
続
い
て
い
る
。

キ
リ
く
ス

海
士
産
物
も
同
じ
配
列
で
あ
る
が
、
「
芦
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ

う
に
コ
オ
ロ
ギ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
の
関
係
は
複
雑
で
、
広
戸
氏
が
『
方
一
言
語
粂
の

研
究
』
(
昭
六
十
一
年
、
風
間
書
房
)
に
お
い
て
語
史
と
分
布
を
重
ね
て
詳
細
に

払
洲
じ
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
、
産
^
帳
の
「
き
り
ご
し
に
は
若
干
問
^
が
あ
る
。

ン
ミ

配
列
を
見
る
と
、
隠
岐
産
物
で
「
轟
き
り
ご
、
は
さ
み
曳
き
り
む
し
、
あ

つ
き
虫
」
な
ど
の
野
菜
類
の
害
虫
を
列
挙
し
た
中
に
現
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二
三

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

〔420〕



(
9
)

『
島
根
県
方
言
辞
典
』
に
ょ
る
と
、
石
見
の
那
賀
郡
で
は
イ
ナ
ゴ
や
キ
リ
ギ
リ

ス
、
バ
ッ
タ
を
指
す
キ
リ
ゴ
が
あ
り
、
隠
岐
郡
西
郷
町
加
茂
で
は
コ
オ
ロ
ギ
や

゛
、ノ

ツ
タ
類
の
総
称
で
あ
る
と
い
う
。
鈴
図
「
捜
L
 
を
西
郷
町
で
キ
リ
ゴ
、
イ
ナ

バキ
リ
ゴ
と
す
る
地
点
が
あ
る
(
同
地
点
で
「
蟠
捧
」
は
ソ
バ
キ
リ
ゴ
)
こ
と
は

辞
典
の
記
事
を
補
う
か
ら
、
「
き
り
ご
し
の
指
示
す
る
虫
に
つ
い
て
は
今
一
度
考

え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

甥
女
郎
蜘
蛛
山
く
も

ヤ
マ
グ
モ

「
山
く
も
」
と
ヤ
マ
グ
モ
の
対
照
は
確
実
と
は
一
言
え
な
い
。
隠
岐
産
物
が
載

せ
る
蜘
^
の
^
^
に
は
「
山
く
も
、
士
く
も
、
あ
し
な
か
く
も
、
銭
く
も
、
は

い
と
り
く
も
、
圭
月
く
も
し
が
あ
り
、
地
図
で
島
後
に
ヤ
マ
グ
モ
が
多
く
分
布
し

て
い
る
か
ら
、
「
山
く
も
、
が
該
当
す
る
と
考
え
た
。
他
の
種
類
と
も
考
え
合
わ

せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
島
後
あ
る
い
は
島
前
に
も
分
布
し
て
い
る
オ
ニ
グ
モ
、

ト
ラ
グ
モ
は
記
事
に
見
え
な
い
。
海
士
に
カ
ネ
グ
モ
が
あ
る
が
、
「
銭
ぐ
も
し
の

意
だ
と
す
れ
ば
別
種
と
思
わ
れ
る
。

イ
ナ
ゴ

劣
煌

イ
ナ
ゴ
、
エ
ナ
ゴ
、
ギ
(
1
)
ス
、
キ
リ
ゴ

蠢

前
々
条
で
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ナ
ゴ
と
バ
ッ
タ
、
コ
オ
ロ
ギ
の
間
に
は
名
称

に
混
乱
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
島
前
、
島
後
と
も
イ
ナ
ゴ
、
エ
ナ
ゴ
で
あ
る
か

ら
、
対
照
表
と
し
て
は
こ
れ
で
ょ
い
で
あ
ろ
う
。

カ
タ
ツ
フ
リ

器
蝿
牛

蝿
牛
、
か
た
つ
ぶ
り
カ
タ
ツ
ム
リ

ナ
メ
ク
シ
リ

器
抵
蜂

蜻
喩
な
め
く
じ
り
ナ
メ
ク
ジ

訟
図
と
認
図
は
問
題
が
関
連
す
る
。
詑
図
の
「
か
た
つ
ぶ
り
」
が
地
図
の
力

タ
ツ
ム
リ
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
知
夫
を
除

く
各
地
に
は
ナ
メ
ク
ジ
と
い
う
語
形
が
分
布
し
て
い
て
、
柳
田
国
男
の
『
蜻
牛

考
』
以
来
カ
タ
ツ
ム
(
、
フ
)
リ
よ
り
ナ
メ
ク
ジ
が
古
い
語
形
と
い
う
の
が
定

『
隠
岐
国
産
綴
』
の
方
一
言
語
粂

説
で
あ
る
。
ま
た
、
認
図
で
も
海
士
の
2
地
点
を
除
く
全
部
が
ナ
メ
ク
ジ
で
あ

る
よ
う
に
「
蝿
牛
L
 
と
「
蜻
蜂
」
を
区
別
し
な
い
隠
岐
の
状
態
が
古
い
呼
称
方

式
の
名
残
り
と
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
産
物
帳
に
そ
の
記
事
が
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

こ
の
疑
問
に
答
え
る
の
は
現
段
階
で
は
む
ず
か
し
い
。
た
だ
、
産
物
帳
の
記

事
を
信
頼
す
る
立
場
か
ら
、
通
説
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
問
題
提
起
を
行
う
こ

と
は
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
出
雲
な
ど
に
広
く
「
蜻
輸
L
 
を
意
味
す

る
ナ
メ
ク
ジ
リ
類
の
語
形
が
分
布
し
て
い
る
が
、
隠
岐
で
は
例
外
な
く
ナ
メ
ク

ジ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
か
え
っ
て
「
蝿
牛
」
を
意
味
す
る
ナ
メ
ク
ジ
ラ
と
い

う
語
形
が
西
郷
に
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ナ
メ
ク
ジ
(
ナ
メ
ク
ヂ
)
の
歴
史

の
古
さ
は
事
実
だ
と
し
て
も
、
民
衆
語
源
に
基
づ
く
と
一
言
わ
れ
る
ナ
メ
ク
ジ
リ

(
玲
)

の
歴
史
は
案
外
に
新
し
く
、
室
町
時
代
あ
た
り
か
と
思
わ
れ
る
。
『
日
杢
聶

(
Ⅱ
)

地
図
解
説
』
 
5
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
ジ
と
ヂ
を
発
音
の
上
で
区
別
す
る
地

域
の
ナ
メ
ク
ジ
も
ヂ
で
は
な
い
と
い
う
か
ら
、
隠
岐
に
お
い
て
も

ナ
メ
ク
ヂ
↓
ナ
メ
ク
、
ジ
リ
↓
(
ナ
メ
ク
、
ジ
ラ
↓
)
ナ
メ
ク
ジ

の
語
形
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
産
物
帳
の
記
事
が
ま
さ
に
例

証
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
来
は
と
か
く
「
蝿
牛
」
と
「
抵
愉
L
 
を
区
別
し
な

い
事
実
ば
か
り
が
重
視
さ
れ
て
、
隠
岐
の
ナ
メ
ク
ジ
と
い
う
語
形
の
新
し
さ
が

見
逃
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

詑
図
で
は
知
夫
を
除
く
各
地
に
デ
ン
デ
ン
ム
シ
と
カ
タ
ツ
ム
リ
が
分
布
す
る

「
解
説
」
に
ょ
る
と
西
ノ
島
の
1
地
点
を
除
ミ
前
者
よ
り
後
者
が
新
し
い

゛
)
、

力と
意
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
海
士
産
物
の
仮
名
書
き
例
の

よ
う
に
か
つ
て
カ
タ
ツ
ブ
リ
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
^
か
だ
と
す
れ
ば
、
「
蝿

牛
」
に
は
独
自
に
一
連
の
語
形
の
交
替
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
こ
れ
に
隠
岐
独
自

田
籠
博

二
四
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の
ヤ
マ
サ
ザ
エ
類
を
加
え
る
と
、
こ
の
中
で
「
蜻
輸
L
 
と
区
別
が
な
い
ナ
メ
ク

ジ
(
リ
)
が
確
固
と
し
た
使
用
領
域
を
保
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
は
、
か
な
り

困
難
な
こ
と
で
あ
る
。

憶
測
に
類
す
る
が
、
「
蝿
牛
」
と
「
蜻
諭
」
が
本
来
は
別
種
で
異
な
っ
た
動
物

で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
な
が
ら
、
共
に
ぬ
め
り
を
残
す
や
っ
か
い
な
虫
金
園
虫
)

と
し
て
の
共
通
性
し
か
意
識
し
な
い
日
常
生
活
で
は
、
二
種
を
同
じ
く
ナ
メ
ク

ジ
(
リ
)
と
呼
ん
で
扱
う
こ
と
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
産
物
帳
の
担
当
者
は

分
類
的
な
立
場
か
ら
二
種
を
区
別
し
て
記
録
し
た
。
「
蝿
牛
」
の
た
め
に
ヤ
マ
サ

ザ
エ
を
造
語
し
た
り
、
「
蜻
喩
」
の
た
め
に
ハ
ダ
カ
ナ
メ
ク
ジ
(
海
士
)
を
工
夫

し
た
の
は
、
一
般
の
人
々
に
も
時
に
そ
う
し
た
意
識
が
働
く
こ
と
の
現
れ
で
あ

る
。
し
か
し
、
ナ
メ
ク
ジ
(
リ
)
と
い
う
い
か
に
も
そ
の
生
態
に
相
応
し
い
語

形
に
ょ
っ
て
、
類
似
す
る
「
蜻
牛
」
を
も
表
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
「
蝿
牛
」
の
呼
称
の
変
化
過
程
と
は
関
係
が
簿
い
、
い
わ
ば
人
々
の
生
活

意
識
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
る
。
そ
う
し
た
素
朴
な
意
識
の
言
語
化
と
し
て
の
「
蝿

牛
L
 
を
表
す
ナ
メ
ク
ジ
(
リ
)
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
他
の
語
形
と
並
存
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

カ
マ
キ
リ

蟷
螂

カ
マ
キ
リ

甥
蟷
螂

産
物
帳
に
は
カ
マ
キ
リ
よ
り
古
い
語
形
と
さ
れ
る
島
前
の
ボ
ー
ジ
リ
、
島
後

の
ボ
ン
ジ
リ
が
載
っ
て
い
な
い
。
石
田
春
昭
氏
の
『
島
根
県
に
於
け
る
方
一
言
の

分
布
』
が
こ
れ
ら
の
語
形
を
記
録
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
『
方
一
言
語
章
の

研
究
』
は
「
調
査
の
方
法
に
ょ
る
も
の
か
、
隠
岐
の
人
々
が
、
新
し
く
侵
入
し
、

か
つ
は
教
科
書
で
習
っ
た
カ
マ
キ
リ
を
教
え
た
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
」
.
(
三
0

七
頁
)
と
評
し
て
い
る
。
し
か
し
、
隠
岐
全
域
に
分
布
す
る
カ
マ
キ
リ
は
産
物

帳
に
既
に
載
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
教
科
書
の
影
響
を
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
ほ
ど
新
し
い
語
形
で
は
な
い
。
(
石
田
氏
の
た
め
に
付
記
す
れ
ぱ
、
そ
の
後
『
隠

岐
島
方
言
の
研
究
』
の
「
隠
岐
島
方
一
言
分
布
調
査
」
で
ボ
ン
ジ
リ
系
の
語
形
分

布
に
つ
い
て
報
告
が
あ
る
。
)

ヒ
ダ
ン
、
フ
ダ
ン
、
フ
ダ

器
黄
金
虫
ひ
だ
ん

島
前
に
ヒ
ダ
ン
、
フ
ダ
ン
が
、
島
後
に
フ
ダ
が
分
布
す
る
。
こ
の
ヒ
ダ
ン
類

(
「
解
説
」
は
「
火
断
L
 
の
意
と
い
う
)
は
隠
岐
の
特
有
語
形
で
あ
る
が
、
産
物

帳
に
ま
で
遡
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
絵
図
註
書
が
あ
る
。

(
N
)

夏
生
じ
、
色
形
と
も
玉
虫
に
似
て
、
大
く
丸
く
御
座
候
。

γ
ミ

シ
ミ

壷
し
み

北
釣
紙
魚

ン
ミ

こ
の
対
照
が
適
切
か
ど
う
か
に
は
不
安
が
あ
る
。
「
轟
」
は
キ
ク
ィ
ム
シ
の
類

で
別
種
か
も
知
れ
な
い
。

ケ
ラ

蝶
岐
け
ら

ケ
ラ

器
蟆
姑

ケ
ラ
は
海
士
を
除
く
全
域
に
見
え
る
が
、
ア
ゼ
モ
(
厶
)
ク
ロ
や
ア
デ
モ
(
厶
)

ク
ロ
な
ど
他
の
語
形
も
多
い
。
こ
れ
ら
は
諦
図
と
関
係
づ
け
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
0

ヂ
ガ
ハ
チ

ジ
ガ
バ
チ
、
ジ
カ

揺
扮
ぢ
が
蜂

麗
土
蜂

こ
の
地
図
に
関
し
て
は
、
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
ツ
チ
バ
チ
と
ジ
ガ
バ
チ

が
区
別
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
海
士
と
島
後
に
ジ
ガ
バ
チ
、
ジ

力
が
分
布
す
る
が
、
西
ノ
島
と
知
夫
に
は
ツ
チ
バ
チ
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
隠
岐
に
つ
い
て
も
同
様
の
混
乱
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
海
士
産
物

の
「
ぢ
が
蜂
」
か
ら
ツ
チ
バ
チ
へ
転
じ
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
な

お
、
知
夫
に
コ
シ
ビ
ソ
と
い
う
語
形
が
中
国
地
方
で
は
唯
一
一
不
さ
れ
て
い
る
。

周
防
と
長
門
の
『
産
物
名
寄
』
が
ジ
ガ
バ
チ
の
異
名
と
し
て
載
せ
る
「
コ
シ
ボ

ソ
」
と
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
貴
重
な
例
と
な
る
。

二
五

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

一
九
九
一
年
三
月
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『
隠
岐
国
産
綴
』
の
方
言
語
象

麗
熊
蜂

馬
蜂
く
ま
蜂

ク
マ
バ
チ

ク
マ
バ
チ
は
島
後
の
語
形
で
あ
る
。
イ
ッ
ス
ン
バ
チ
が
西
ノ
島
と
知
夫
に
あ

る
。
知
夫
で
は
ア
カ
バ
チ
と
も
一
言
う
ら
し
い
。
海
士
と
知
夫
の
ミ
ツ
バ
チ
は
、

丸
い
形
の
を
い
う
と
「
解
説
」
に
あ
る
が
、
別
種
で
は
な
か
ろ
う
か
。

洗
4
毛
虫

け
む
し
、
毛
虫

ケ
ム
シ

全
域
に
ケ
ム
シ
が
分
布
す
る
。
西
ノ
島
と
西
郷
に
見
え
る
オ
コ
ジ
は
、
特
別

の
種
類
を
指
す
場
合
に
用
い
ら
れ
た
語
形
の
よ
う
で
あ
る
。

器
蟻

蟻

ア
リ

^
^
ア
リ
で
問
^
は
な
い
。
島
^
に
は
ア
リ
ゴ
と
い
う
^
^
と
同
じ
^
中
^
も

分
布
す
る
が
、
島
前
は
す
べ
て
ア
リ
で
あ
る
。

器
蝶

蝶

チ
ョ
ー
、
チ
ョ
ー
チ
ョ

産
物
帳
の
読
み
が
不
明
で
あ
る
が
、
チ
ョ
ウ
と
し
て
問
題
は
な
い
。
産
物
帳

の
チ
ョ
ー
と
地
図
の
チ
ョ
ー
チ
ョ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
小
ノ
し
述
べ
た

こ
と
が
あ
る
。

ク
マ
ハ
チ

田
籠
博

だ
に

ダ
ニ

ほ
じ

ホ
ジ
、
ホ
ジ
ー

地
図
で
は
ダ
ニ
は
隠
岐
全
域
に
分
布
し
、
ホ
ジ
、
ホ
ジ
ー
は
島
前
に
限
ら
れ

る
。
「
解
説
」
が
島
根
県
で
は
概
し
て
フ
ジ
、
ホ
ジ
は
山
の
を
い
う
と
説
明
し
て

い
る
よ
う
に
本
来
は
別
種
で
あ
る
。
産
物
帳
が
一
方
を
異
名
と
せ
ず
に
、
「
だ

に
、
ほ
じ
」
と
並
記
し
て
い
る
の
は
そ
の
認
識
の
現
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

「
ほ
じ
」
に
は
次
の
絵
図
註
書
が
あ
る
。

夏
牛
馬
に
付
、
色
薄
黒
く
、
形
大
豆
程
有
之
。
少
し
平
く
御
座
候
町

こ
れ
に
ょ
る
と
、
ダ
ニ
類
の
中
で
も
家
畜
に
寄
生
し
て
吸
血
す
る
種
類
ら
し

く
、
必
ず
し
も
山
野
に
生
息
す
る
虫
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

北
詑
だ
に

北
胸
も
ぐ
ら
士
龍

モ
ク
ロ
、
モ
グ
ロ

隠
岐
全
域
で
モ
ク
ロ
で
あ
り
、
モ
グ
ロ
は
西
郷
に
1
地
点
あ
る
だ
け
で
あ
る

か
ら
新
し
い
語
形
と
考
え
ら
れ
る
。
産
物
帳
の
記
事
も
清
音
形
で
読
む
べ
き
で

あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
に
卯
図
で
は
モ
ク
ロ
や
ム
ク
ロ
を
後
部
要

素
と
す
る
語
形
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
モ
ク
ロ
(
ム
ク
巳
は
産
物
帳
の
記
事
に

見
る
よ
う
に
、
か
つ
て
存
在
し
た
「
も
ぐ
ら
し
の
モ
ク
ロ
(
ム
ク
ロ
)
と
い
う

語
形
が
複
合
語
の
中
で
保
た
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ト
カ
ゲ

勘
肌

晰
暢

石
龍
子
、
と
か
げ

ト
カ
ゲ
、
ト
カ
ケ

こ
れ
に
問
題
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
そ
う
で
は
な
い
。
地
図
で
中
国
地
方
の

分
布
を
見
る
と
、
出
雲
と
鳥
取
県
西
部
を
除
く
地
域
で
優
勢
な
語
形
は
ト
カ
ケ

で
あ
り
、
ト
カ
ゲ
は
隠
岐
を
含
め
て
狭
い
領
域
に
し
か
分
布
し
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
隠
岐
で
は
西
郷
と
五
箇
お
よ
び
海
士
に
各
1
地
点
ず
つ
ト
カ
ケ
が
見

え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
他
は
ト
カ
ゲ
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と
一
言
っ
て
ょ
い
。
『
日

本
言
語
地
図
解
説
』
 
5
は
二
っ
の
語
形
の
新
古
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

全
体
的
に
ト
カ
ケ
の
勢
力
が
強
い
が
、
ト
カ
ゲ
が
長
野
・
静
岡
能
登
北

端
、
紀
伊
半
島
南
端
、
出
雲
・
隠
岐
四
国
南
半
、
九
州
西
半
に
み
ら
れ
、

ト
カ
ケ
は
新
し
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。
(
八
0
頁
)

転
写
を
重
ね
た
隠
岐
産
物
は
と
も
か
く
、
海
士
産
物
が
濁
音
形
で
あ
る
こ
と

は
信
頼
に
値
す
る
か
ら
、
＼
新
語
形
ト
カ
ケ
は
産
物
帳
当
時
の
隠
岐
に
は
ま
だ
及

ん
で
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。

大
.

り

器
井
守

龍
盤
魚
い
も
り

イ
モ
リ

ヤ
モ
リ

器
守
宮

守
宮
、
や
も
り

ヤ
モ
リ

右
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
。

ム
ク
ロ

二
六
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器
青
大
将

カ
ラ
シ
グ
チ
ナ

こ
れ
は
対
照
に
選
ん
だ
産
物
帳
の
記
事
が
適
切
か
ど
う
か
問
題
で
あ
る
。
地

図
の
分
布
は
、
島
前
と
西
郷
に
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ー
、
ク
チ
ナ
が
あ
り
、
島
後
に

コ
モ
ン
ク
チ
ナ
、
コ
モ
ン
そ
の
他
の
語
形
が
見
え
る
。
対
照
さ
せ
た
カ
ラ
シ
グ

チ
ナ
は
西
郷
に
1
地
点
し
か
な
い
か
ら
、
隠
岐
の
代
表
語
形
と
言
う
わ
け
で
は

マ
ム
シ
カ
ラ
ス
ク
チ
ナ
ワ

な
い
。
参
考
の
た
め
隠
岐
産
物
の
蛇
類
の
記
事
を
引
く
と
、
「
蝮
鳥
蛇
さ

か
を
、
ひ
は
か
り
、
く
ろ
蛇
」
の
順
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
白
取
後
の
「
く
ろ
蛇
」

に
次
の
絵
図
註
書
が
あ
る
。

(
玲
)

形
鳥
蛇
に
似
て
、
背
の
色
黒
く
、
腹
白
く
、
大
さ
六
七
尺
斗
も
御
座
候
。

(
1
)

野
津
大
氏
の
『
隠
岐
の
生
物
』
に
ょ
る
と
、
隠
岐
に
生
息
し
て
い
る
蛇
類
は

マ
ム
シ
、
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
、
ヤ
マ
カ
ガ
シ
、
ヒ
バ
カ
リ
、
シ
マ
ヘ
ビ
、
ジ
ム

グ
リ
、
シ
ロ
マ
ダ
ラ
な
ど
で
あ
る
。
記
事
と
較
べ
る
と
、
「
蝮
、
は
マ
ム
シ
、
「
ひ

は
か
り
」
は
ヒ
バ
カ
リ
で
ょ
か
ろ
う
。
「
さ
か
を
」
は
『
島
根
県
に
於
け
る
方
一
言

の
分
布
』
の
出
雲
方
言
集
で
は
「
青
大
将
L
 
と
あ
る
が
、
シ
マ
ヘ
ビ
と
す
る
の

が
穏
当
で
あ
る
。
で
は
残
る
「
鳥
蛇
L
 
と
「
く
ろ
蛇
」
が
ど
の
種
に
該
当
す
る

の
か
。
註
書
の
記
事
は
体
長
を
過
大
に
記
し
て
い
る
と
見
な
し
て
、
「
鳥
蛇
」
に

ヤ
マ
カ
ガ
シ
、
「
く
ろ
蛇
L
 
に
、
ジ
ム
グ
リ
を
当
て
れ
ぱ
、
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
に
該

当
す
る
記
事
を
産
物
帳
が
欠
く
こ
と
に
な
る
。
『
日
本
左
言
大
辞
典
』
は
鳥
取
県

西
伯
郡
で
カ
ラ
ス
グ
チ
ナ
ワ
が
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
載
せ
て
い
る
。
地
図
に
カ
ラ
シ
グ
チ
ナ
が
見
え
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、

こ
こ
に
は
「
鳥
蛇
L
 
を
対
照
表
に
掲
げ
て
お
く
。
し
か
し
、
地
図
に
も
ク
チ
ナ

ク
チ
ナ
ワ

や
へ
ビ
と
い
う
語
形
が
見
え
る
か
ら
、
総
称
と
同
じ
「
蛇
」
で
あ
っ
た
可
能
性

(
玲
)

も
捨
て
き
れ
な
い
。
出
雲
の
産
物
帳
の
記
事
を
見
る
と
、
「
蝮
サ
カ
ヲ
、
ナ

プ
サ
、
鳥
蛇
ヒ
ハ
カ
リ
、
山
シ
バ
L
 
と
あ
る
。
「
サ
カ
ヲ
」
が
シ
マ
ヘ
ビ
に
、

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

「
鳥
蛇
」
が
ヤ
マ
カ
ガ
シ
に
、
「
山
シ
バ
」
が
ジ
ム
グ
リ
に
当
た
り
、
地
図
が
示

す
通
り
「
ナ
ブ
サ
」
が
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
に
該
当
す
る
。

マ
ム
シ

器
蝮

蝮
ま
む
し

マ
ム
シ
、
マ
モ
シ

問
題
が
な
い
こ
と
は
右
の
通
り
で
あ
る
。

ア
ケ
甘

M
乃
木
通

木
通
、
あ
け
び

ア
ケ
ビ
、
ア
キ
ビ
、
ア
ク
ビ

島
前
が
ア
ク
ビ
、
島
後
の
大
部
分
が
ア
キ
ビ
で
、
西
郷
に
1
地
点
ア
ケ
ビ
が

あ
る
。
産
物
帳
以
後
に
語
形
変
化
を
起
こ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

グ

グ
ミ

ミ

M
乃
春
茱
萸
胡
頑
子
、
一
爽

グ
辻
＼
グ
ー
ミ
、
グ
ィ
ミ

島
後
の
大
部
分
と
海
士
に
グ
ミ
が
見
え
る
ほ
か
、
グ
ィ
ミ
や
グ
ー
ミ
が
わ
ず

か
に
あ
り
、
海
士
と
西
ノ
島
に
は
タ
ワ
ラ
グ
ィ
メ
が
各
1
地
点
ず
つ
ぁ
る
。
グ

イ
ミ
類
は
島
根
県
の
最
西
部
や
山
口
県
に
も
分
布
す
る
が
、
隠
岐
の
近
隣
に
は

見
え
て
い
な
い
。
海
路
か
ら
の
伝
播
を
考
え
る
べ
き
か
。

需
秋
茱
一
爽
た
な
ご
の
木
、
た
な
ご
タ
ナ
ゴ

*
あ
さ
と
り

隠
岐
全
域
が
タ
ナ
ゴ
の
一
語
形
で
あ
る
。
「
た
な
ご
の
木
」
に
は
次
の
絵
図
註

書
が
あ
る
。

木
の
色
赤
黒
く
、
ゑ
た
に
針
あ
り
。
春
芽
を
出
し
、
葉
の
形
く
み
の
葉
の

こ
と
く
に
て
、
夏
花
咲
形
色
と
も
く
み
の
花
の
如
し
。
夏
の
中
に
小
豆

程
の
実
成
、
秋
末
に
至
り
赤
く
熟
し
申
候
。
冬
葉
落
申
候
。
小
木
に
て
御

翁
)

座
候
。

異
名
の
「
あ
さ
と
り
」
と
関
係
あ
る
語
形
は
隠
岐
に
見
え
な
い
。
ア
サ
ド
リ

は
岡
山
県
や
鳥
取
県
か
ら
出
雲
東
部
に
分
布
し
、
出
雲
か
ら
石
見
に
か
け
て
は

ア
サ
イ
ド
リ
類
が
連
続
し
て
い
る
か
ら
、
か
つ
て
は
隠
岐
に
も
存
在
し
て
い
た

も
の
か
。
隠
岐
だ
け
か
ら
考
え
る
と
、
ア
サ
ド
リ
を
新
語
形
タ
ナ
ゴ
が
駆
逐
し

カ
ラ
ス
ク
チ
ナ
η

鳥
蛇

一
九
九
一
年
三
月

二
七
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『
隠
岐
国
産
綴
』
の
方
言
語
象

た
形
で
あ
る
が
、
中
国
地
方
で
は
近
畿
に
近
い
地
域
に
ア
サ
ド
リ
が
分
布
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
タ
ナ
ゴ
の
出
自
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ぱ
解
釈
は
難
し
い
。

そ
の
タ
ナ
ゴ
や
タ
ナ
ン
ゴ
と
い
う
語
形
は
、
島
根
半
島
の
鹿
島
町
や
平
田
市
お

よ
び
境
港
市
に
各
1
地
点
ず
つ
見
え
て
い
る
が
(
『
島
根
県
に
於
け
る
方
一
言
の
分

布
』
で
は
八
束
町
で
も
)
、
こ
れ
が
本
土
か
ら
隠
岐
へ
渡
っ
た
過
去
の
名
残
り
な

の
か
、
あ
る
い
は
隠
岐
の
語
形
が
進
出
す
る
先
駆
け
な
の
か
、
こ
れ
だ
け
で
は

分
か
ら
な
い
。

イ
タ
ト
リ

吟
虎
杖

虎
杖

イ
タ
ド
リ

こ
れ
に
は
問
題
が
な
い
。

胎
昼
顔

い
も
つ
る
草

イ
モ
ズ
ラ
ノ
ハ
ナ

*
お
と
り
草
お
こ
り
草

,
い
も
つ
る
草
L
 
は
、
次
の
絵
図
註
書
に
ょ
っ
て
(
ハ
マ
)
ヒ
ル
ガ
オ
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

春
野
に
生
し
、
茎
色
薄
青
く
、
葉
の
形
や
ま
の
芋
の
葉
に
似
て
、
夏
花
咲

秋
実
付
申
候
。
花
の
形
あ
さ
か
ほ
に
似
て
、
色
薄
赤
く
、
実
も
朝
か
ほ
に

(
⑳
)

同
し
。
か
つ
ら
草
に
て
御
座
候
。

地
図
で
は
島
後
全
域
と
海
士
の
1
地
点
に
ヤ
マ
ア
サ
ガ
オ
が
分
布
し
、
海
士

と
西
ノ
島
に
イ
モ
ズ
ラ
ノ
ハ
ナ
が
3
地
点
あ
る
。
こ
れ
が
「
い
も
つ
る
草
」
の

亦
久
化
し
た
語
形
と
考
え
ら
れ
る
。

異
名
注
記
は
隠
岐
産
物
の
諸
本
に
「
お
と
り
草
」
と
あ
る
が
、
海
士
産
物
で

は
「
お
こ
り
草
」
で
あ
り
、
ど
ち
ら
が
本
来
の
語
形
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。

地
図
で
島
根
半
島
の
平
田
市
に
1
地
点
オ
コ
リ
バ
ナ
が
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た
、

ヒ
ル
カ
ホ

『
日
本
方
一
言
大
辞
曲
ハ
』
が
引
い
て
い
る
よ
う
に
『
長
門
産
物
名
寄
』
に
「
皷
子
花
L

の
異
名
と
し
て
「
ヲ
コ
リ
ハ
ナ
」
を
注
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
士
産
物
の

田
籠
博

ニ
ノ

次
に
、
隠
岐
全
域
は
力
ー
々
カ
ー
カ
ノ
キ
と
い
う
語
形
で
例
外
が
な
い
。

漢
語
「
合
歓
」
の
字
音
に
基
づ
く
と
言
わ
れ
る
こ
の
語
形
を
、
産
物
帳
が
載
せ

「
お
こ
り
草
」
が
正
し
い
と
判
断
す
る
。
同
辞
典
に
ょ
る
と
新
潟
、
佐
賀
鹿

児
島
の
各
地
に
用
い
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
ら
し
い
。
海
路
に
ょ
る
伝
播
か
ど
う

か
は
と
も
か
く
、
隠
岐
島
内
で
は
失
わ
れ
た
語
形
を
産
物
帳
が
と
ど
め
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。

器
山
百
合
百
貪
百
合
草

ヤ
マ
ユ
リ

概
し
て
島
後
で
は
ヤ
マ
ユ
リ
と
一
言
い
、
島
前
に
は
ヤ
ガ
ン
、
ヤ
エ
ガ
ン
、
ヤ

エ
ガ
、
、
＼
ヤ
リ
ガ
ミ
、
ヤ
マ
ガ
ミ
と
い
う
類
似
語
形
が
分
布
し
て
対
立
し
て
い

る
。
産
物
帳
の
「
百
貪
百
合
草
L
 
の
読
み
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
過
去
の
状
況

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
表
記
で
は
何
と
も
言
、
え
な
い
。

器
山
葡
萄
山
ふ
と
う
、
山
葡
萄

エ
ビ
、
エ
ブ

*
え
び
か
づ
ら

こ
れ
で
は
異
名
の
「
え
び
か
づ
ら
」
が
隠
岐
全
域
の
エ
ビ
類
と
一
致
す
る
。

出
雲
な
ど
に
分
布
す
る
ヤ
マ
ブ
ド
ー
は
隠
岐
に
は
見
え
な
い
。
島
後
に
見
え
る

隠
岐
特
有
語
形
の
ボ
ン
ザ
、
ボ
ン
ダ
は
産
物
帳
に
は
載
っ
て
い
な
い
。

ネ
プ
ノ
キ

ム
ネ
ノ
キ

カ
ー
カ
、
カ
ー
カ
ノ
キ

器
合
歓
木
合
歓
木
、
合
歓
木

問
題
点
が
二
っ
あ
る
。
ま
ず
、
隠
岐
産
物
の
振
り
仮
名
「
む
ね
の
き
し
が
海

士
産
物
の
「
ね
ぶ
の
き
」
と
相
違
し
て
い
る
。
始
め
「
む
ね
の
き
」
は
「
ね
む

の
き
」
の
誤
写
だ
と
考
え
た
が
、
隠
岐
産
物
の
諸
本
は
一
致
し
て
こ
の
振
り
仮

名
を
付
し
て
い
る
か
ら
、
原
本
か
ら
語
音
顛
倒
に
ょ
る
こ
の
読
み
が
あ
っ
た
と

し
か
思
わ
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
海
士
産
物
の
「
ね
ぶ
の
き
」
と
の
関
係
は

ど
う
考
え
る
べ
き
な
の
か
。
よ
り
信
頼
で
き
る
本
文
の
出
現
を
待
た
ね
ぱ
な
ら

よ
)
 
0
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て
い
な
い
の
も
問
題
で
あ
る
。
中
国
地
方
の
分
布
を
見
る
と
、
字
音
系
の
力
ー

力
(
ノ
キ
)
、
コ
ー
カ
(
ノ
キ
)
が
主
流
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
ネ
ブ
(
厶
)

ノ
キ
に
類
す
る
語
形
も
各
地
に
見
え
て
い
る
か
ら
、
か
っ
て
は
隠
岐
で
も
行
わ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
隠
岐
で
力
1
之
力
ー
カ
ノ
キ
が
専
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
^
^
^
以
^
の
こ
と
と
^
え
た
い
。

カ
タ
ワ
ミ

麗
か
た
ば
み
酢
醤
草
、
か
た
は
み
草
カ
タ
バ
ミ

カ
、
ミ
ク
サ

白
斂
草
、
か
か
み
草

*
す
い
く
さ
、
す
い
草
ス
ィ
ク
サ
、
ス
ィ
グ
サ

産
物
帳
か
ら
は
二
っ
の
記
事
を
引
い
て
い
る
。
「
か
た
ば
み
」
を
カ
ガ
ミ
グ
サ

と
い
う
の
は
中
国
地
方
に
一
般
の
こ
と
で
、
ス
ィ
グ
サ
、
ス
ィ
バ
も
広
い
範
囲

で
行
わ
れ
て
い
る
。
隠
岐
の
語
形
は
ス
ィ
ク
サ
、
ス
ィ
ス
ィ
が
主
で
、
西
郷
に

は
カ
タ
バ
ミ
も
見
え
て
い
る
。
別
の
産
物
の
よ
う
に
載
せ
る
の
は
ど
う
い
う
理

由
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
後
の
飢
図
に
引
く
「
だ
ん
じ
り
し
の
註
書
に
も
「
葉

の
形
か
>
み
草
に
似
て
」
と
あ
る
が
、
地
図
で
は
隠
岐
に
存
在
し
な
い
カ
ガ
ミ

グ
サ
が
産
物
帳
に
見
出
せ
る
の
は
重
要
で
あ
る
。

シ
ン
ジ
ャ
イ
ジ
ン
ゼ
ー
、
シ
ン
ザ
イ

器
す
い
ば
し
ん
ざ
い

「
し
ん
ざ
い
」
に
は
絵
図
註
書
が
あ
る
。

野
に
生
し
、
四
季
共
に
葉
有
。
茎
色
青
く
、
夏
は
赤
き
花
咲
。
形
蕎
麦
粒

(
れ
)

に
似
て
、
秋
茄
子
種
の
や
う
成
実
付
申
候
。

「
す
い
ば
」
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
絵
図
の
方
は
実
物
と
は
や
や
異

な
っ
て
い
る
。
島
前
に
は
ス
ィ
ス
ィ
、
ス
ィ
ッ
ポ
と
い
う
語
形
が
あ
り
、
食
味

の
関
係
か
ら
前
の
恥
図
と
同
様
の
語
形
を
持
っ
。
ど
う
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る

の
か
は
分
か
ら
な
い
。

カ
タ
リ
、
サ
ン
キ
レ
ガ
タ
リ
、
サ
ル
ガ
タ
リ

M
^
さ
る
と
り
さ
る
力
た
り

産
物
帳
の
記
事
と
の
引
き
当
て
が
難
し
い
事
情
は
、
西
郷
に
サ
ル
ガ
タ
リ
が

1
地
点
あ
り
、
こ
れ
が
海
士
産
物
の
「
さ
る
か
た
り
し
に
該
当
し
そ
う
で
あ
る

が
、
西
ノ
島
と
知
夫
に
は
ウ
マ
ガ
タ
リ
が
あ
っ
て
産
物
帳
の
「
馬
か
た
り
」
に

゛
)
、一

致
す
る
。
(
出
雲
に
分
布
す
る
マ
ガ
タ
ラ
も
「
馬
が
た
ら
」
に
基
づ
く
語
形
か
。
)

さ
ら
に
、
出
雲
に
お
け
る
産
物
帳
編
集
の
資
料
で
あ
る
『
島
根
郡
東
組
産
物
絵

(
2
)
゛

図
差
出
帳
』
に
次
の
記
事
が
載
っ
て
い
て
、
結
論
が
い
っ
そ
う
跨
膳
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
犬
か
た
ら
」
一
名
「
犬
さ
ん
し
ょ
う
」
の
後
に
や
は
り
山
椒
に
似

た
植
物
の
「
猿
か
た
ら
」
を
載
せ
、
絵
図
か
ら
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
と
確
認
で
き

一
九
九
一
年
三
月

い
ば
ら
馬
か
た
り

青
か
た
り

産
物
帳
の
記
事
に
は
本
文
の
乱
れ
が
あ
る
上
に
、
ど
れ
が
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ

に
該
当
す
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
海
士
産
物
は
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
が
、

隠
岐
産
物
は
写
本
に
ょ
っ
て
「
さ
る
か
た
ら
」
「
さ
る
か
っ
ら
」
と
あ
っ
た
り
、

「
さ
ね
か
つ
ら
し
と
な
っ
て
い
る
写
本
も
あ
る
。
直
前
に
蔓
性
植
物
が
列
挙
さ

れ
て
い
る
の
で
誤
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
馬
か
た
り
」
「
青
か
た
り
」
も
そ
れ

ぞ
れ
「
馬
か
た
ら
L
「
青
か
た
ら
し
と
い
う
本
文
が
あ
る
。
し
か
し
、
地
図
に
ょ

れ
ば
隠
岐
に
カ
タ
ラ
と
い
う
語
形
は
分
布
し
な
い
か
ら
、
海
士
産
物
の
記
事
に

一

従
っ
て
お
き
た
い
。

サ
ル
ト
リ
イ
.
ハ
ラ
サ
ン
キ
ラ
イ

な
お
、
「
解
説
」
で
は
「
茨
藝
」
と
「
士
荏
苓
L
 
の
二
種
が
あ
る
と
記
し

て
い
る
が
、
貝
原
益
軒
が
『
大
和
本
草
』
巻
六
で
注
意
し
て
い
る
よ
う
に
、
後

者
は
舶
来
の
薬
草
で
日
本
に
は
産
出
し
な
い
。
た
だ
名
称
だ
け
が
誤
っ
て
前
者

に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
サ
ン
キ
ラ
イ
は
西
ノ
島
に
1
地
点
見
え
、
サ

ン
キ
レ
ガ
タ
リ
と
サ
ン
キ
リ
ガ
タ
リ
も
海
士
や
西
郷
に
あ
る
が
今
は
関
係
が
な

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

二
九

ウ
マ
ガ
タ
リ

)
0

し
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る
「
主
月
か
た
ら
し
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
に
ょ
る
と
、
隠
岐
の
「
青
か
た
り
」

を
候
補
か
ら
外
す
こ
と
も
で
き
そ
う
に
な
い
。

器
露
草

花
が
ら

ハ
ナ
ガ
ラ
、
カ
メ
ガ
ラ

こ
の
地
図
に
は
島
前
の
カ
メ
ガ
ラ
と
島
後
の
ハ
ナ
ガ
ラ
と
い
う
対
立
が
明
瞭

に
現
れ
て
い
る
。
島
後
に
は
ト
ン
バ
グ
サ
、
ト
ン
ボ
グ
サ
も
あ
る
(
出
雲
南
部

で
は
ト
ン
ボ
グ
サ
は
「
か
た
ぱ
み
」
の
意
)
。

カ
メ
ガ
ラ
は
中
国
地
方
で
は
山
口
県
の
長
門
東
部
と
隣
接
す
る
島
根
県
の
石

見
西
部
に
ま
と
ま
っ
て
分
布
し
、
出
雲
東
部
と
鳥
取
県
西
部
の
西
伯
郡
と
日
野

郡
に
も
連
続
し
た
分
布
が
あ
る
。
そ
し
て
ハ
ナ
ガ
ラ
は
山
口
県
全
域
と
広
島
県

の
西
部
に
広
い
分
布
領
域
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
別
稿
で
明
ら
か
に
し
た

よ
う
に
、
か
つ
て
産
物
帳
作
成
の
時
代
に
は
、
山
口
県
の
周
防
地
域
に
も
カ
メ

ガ
ラ
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
『
周
防
産
物
名
寄
』
な
ど
の
産
物
帳
資
料
に
ょ
っ

て
知
ら
れ
る
か
ら
、
隠
岐
に
お
け
る
カ
メ
ガ
ラ
と
ハ
ナ
ガ
ラ
の
分
布
状
況
が
産

物
帳
の
時
代
に
は
今
日
と
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
と
一
言

う
の
は
、
海
士
産
物
が
「
か
め
が
ら
し
で
は
な
く
て
隠
岐
産
物
と
同
じ
く
「
花

が
ら
し
を
載
せ
て
い
る
事
実
を
解
す
る
の
に
、
周
防
の
分
布
変
化
が
参
考
に
な

る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
島
前
の
カ
メ
ガ
ラ
は
産
物
帳
以
後
に
、
恐
ら
く
は

海
路
を
経
て
伝
わ
っ
た
語
形
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

器
蓮
華

だ
ん
じ
り

ダ
ン
ジ
リ

こ
の
対
照
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
地
図
の
分
布
状
況
は
主
と
し
て
島
後

に
ダ
ン
ジ
リ
が
、
島
前
お
よ
び
島
後
に
も
3
地
点
に
ミ
ャ
コ
、
ミ
ャ
コ
バ
ナ
が

見
え
て
い
る
。
こ
の
ダ
ン
ジ
リ
と
い
う
語
形
は
、
中
国
地
方
は
も
と
よ
り
恐
ら

く
全
国
的
に
見
て
も
隠
岐
に
特
有
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
ミ
ャ

コ
、
ミ
ャ
コ
バ
ナ
は
出
雲
や
伯
耆
に
広
く
分
布
す
る
点
で
対
照
的
で
あ
る
。
と

『
隠
岐
国
産
綴
』
の
方
一
言
語
章

田
籠
博

こ
ろ
が
、
産
物
帳
の
「
だ
ん
じ
り
」
に
は
次
の
絵
図
註
書
が
あ
る
。

春
野
に
生
し
、
茎
青
く
、
葉
の
形
か
、
み
草
に
似
て
、
春
の
中
に
黄
色
成

花
咲
。
形
蕪
菜
の
花
に
似
て
、
夏
の
中
に
実
付
、
形
栗
の
茨
の
様
成
ち
い

さ
き
丸
き
物
の
内
薄
黒
き
細
か
成
実
御
座
候
町

問
^
に
な
る
の
は
、
こ
の
^
図
^
圭
白
で
あ
る
。
葉
の
形
が
カ
タ
バ
ミ
に
似
る

こ
と
、
花
色
が
黄
色
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
絵
図
に
描
か
れ
た
葉
が
三
葉
(
二

枚
の
托
葉
は
描
か
れ
て
い
な
い
)
で
あ
る
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
今
旦
言
う
と

こ
ろ
の
レ
ン
ゲ
(
ゲ
ン
ゲ
)
で
は
あ
り
得
ず
、
和
名
ミ
ャ
コ
グ
サ
が
こ
れ
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
(
た
だ
実
の
形
が
栗
の
「
い
が
」
に
似
る
と

い
う
の
は
、
レ
ン
ゲ
の
特
徴
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
)
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
の
「
百

豚
根
、
の
条
に
、

ミ
ャ
コ
グ
サ
ミ
ャ
コ
バ
ナ
コ
ガ
ネ
グ
サ
加
州
コ
ガ
ネ
バ
ナ

コ
ガ
ネ
メ
ヌ
キ
キ
レ
ン
ゲ
ヱ
ボ
シ
グ
サ
江
戸
キ
ツ
ネ
ノ
ヱ
ン

ド
ウ
江
州

原
野
二
極
メ
テ
多
シ
。
一
根
叢
生
、
茎
長
サ
七
八
寸
、
皆
地
二
就
テ
生
シ
、

レ
ン
ゲ
パ
ナ
ワ
ウ
.
ハ
イ

荷
花
紫
草
ノ
状
ノ
如
シ
。
五
葉
ゴ
ト
一
三
処
二
生
シ
、
迎
春
花
ノ
葉
ノ
形

ノ
如
ニ
シ
テ
薄
小
ナ
リ
。
色
ハ
深
緑
、
三
四
月
支
圭
垳
二
七
八
花
損
籏
ス
。

形
モ
荷
花
紫
草
花
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
大
ナ
リ
。
金
黄
色
又
褐
色
ヲ
雑
ユ
ル
者

ア
リ
。
花
後
細
莢
ヲ
結
ブ
。
長
サ
寸
許
、
生
ハ
青
ク
、
熟
ハ
褐
色
ナ
リ
。

暑
△

と
あ
り
、
「
だ
ん
じ
り
」
の
特
徴
と
一
致
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ぱ
、

産
物
帳
が
記
録
し
た
「
だ
ん
じ
り
」
か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
、
そ
の
指
す
植
物

が
ミ
ャ
コ
グ
サ
か
ら
レ
ン
ゲ
(
ゲ
ン
ゲ
)
へ
ホ
久
化
し
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い

は
実
の
形
が
レ
ン
ゲ
の
特
徴
と
似
る
点
を
重
視
し
て
、
産
物
帳
編
集
の
際
に
は

三
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既
に
意
味
の
移
行
が
生
じ
始
め
て
い
た
と
し
て
も
よ
い
。
隠
岐
に
お
け
る
ダ
ン

ジ
リ
と
ミ
ヤ
コ
、
ミ
ヤ
コ
バ
ナ
の
関
係
を
考
え
る
場
貪
水
田
緑
肥
と
し
て
の

レ
ン
ゲ
の
普
及
を
も
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。

絵
図
註
書
を
備
え
る
産
物
帳
資
料
は
、
時
と
し
て
正
確
な
内
容
把
握
を
可
能

に
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

ス

イ
プ
ス

レ

ミ

紫
花
地
丁
、
茎

器
菫

ス
ミ
レ

'
プ
ス

海
士
産
物
の
記
事
"
茎
は
理
解
で
き
な
い
。
前
後
の
産
物
配
列
は
隠
岐
産

物
A
類
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
引
く
べ
き
記
事
と
し
て
も
、

確
実
な
読
み
が
分
か
ら
な
い
。
地
図
で
は
全
域
に
ス
ミ
レ
が
分
布
し
、
島
後
に

は
ス
モ
ー
ト
リ
グ
サ
と
い
う
広
く
中
国
地
方
に
分
布
す
る
語
形
も
見
え
る
が
、

産
物
帳
に
は
載
っ
て
い
な
い
。

マ
ツ
ブ
キ

ま
つ
ぶ
き
、
松
ぶ
き

器
杉
菜

*
す
ぎ
な
、
杉
菜

ツ
ク
く
シ

励
鮖
士
筆

士
筆

ツ
ク
シ
、
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ー
シ

マ
ツ
ブ
キ
は
隠
岐
特
有
の
語
形
と
言
え
る
が
、
産
物
帳
に
も
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
古
く
遡
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
解
説
」
が
紹
介
し
て
い

る
よ
う
に
、
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
は
播
磨
に
こ
の
名
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
『
日
杢
言
語
地
図
』
 
2
4
3
図
に
ょ
る
と
、
兵
庫
県
と
岡
山
県
の
北
西
部
に

各
1
地
点
マ
ツ
ブ
キ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
畿
四
国
九
州
に
マ
ツ

を
構
成
要
素
と
す
る
語
形
が
分
布
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
と
関
係
が
あ
る
の

か
も
知
れ
な
い
。
『
日
杢
聶
地
図
解
説
』
5
が
隠
岐
の
マ
ツ
ブ
キ
に
関
し
て
「
隠

岐
に
あ
る
マ
ツ
ブ
キ
の
伝
播
経
路
に
つ
い
て
は
別
に
考
究
す
べ
き
で
あ
る
、
(
一

二
九
頁
)
と
述
べ
る
本
旨
は
不
明
で
あ
る
が
、
二
百
年
以
前
か
ら
用
い
ら
れ
て

い
た
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
は
考
究
の
参
考
資
料
に
な
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
『
日

)
0

し北
Ⅷ
母
子
草
鼠
麹
草
ほ
う
こ
草

ホ
ー
コ
グ
サ
、
ハ
ー
コ

対
照
さ
せ
た
限
り
で
は
問
題
が
な
い
。
し
か
し
、
ホ
ー
コ
グ
サ
は
西
郷
の
ー

地
点
だ
け
で
あ
り
、
ハ
ー
コ
も
知
夫
に
1
地
点
し
か
な
い
。
隠
岐
全
体
か
ら
一
言

＼ノ

え
ば
ヒ
ナ
サ
ン
ヨ
モ
ギ
の
方
が
優
勢
で
、
ト
ノ
サ
ン
ヨ
モ
ギ
も
西
郷
に
見
え
て

い
る
。
後
者
は
山
口
県
や
広
島
県
西
部
、
石
見
西
部
に
ま
と
ま
っ
て
分
布
し
て

ホ
ウ
コ
ク
サ

い
る
ト
ノ
サ
マ
ヨ
モ
ギ
、
お
よ
び
『
周
防
産
物
名
寄
』
に
「
鼠
麹
草
L
 
の
異
名

と
し
て
載
っ
て
い
る
「
ト
ノ
サ
マ
グ
サ
」
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
ヒ
ナ

サ
ン
ヨ
モ
ギ
は
こ
れ
に
な
ら
っ
て
隠
岐
で
独
自
に
発
生
し
た
語
形
で
は
な
い
だ

ろ
う
力

エ
ノ
ゾ
マ
、
イ
ノ
ゾ
マ
、
エ
ノ
ゾ
メ

北
川
ど
く
だ
み
い
ぬ
そ
ば

ド
ク
ダ
メ
、
ド
ク
ダ
ミ

*
ど
く
た
み

産
物
帳
の
見
出
し
に
挙
が
っ
て
い
る
の
は
「
い
ぬ
そ
ば
」
で
、
「
ど
く
た
み
し

は
異
名
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
地
図
で
隠
岐
に
広
く
分
布
す
る
の
は
ド
ク
ダ

ホ
ウ
ニ
ク
サ

一
九
九
一
年
三
月

杢
嘉
地
図
』
で
は
島
後
に
ス
ギ
ナ
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
必
ず
し
も
最
近

獲
得
し
た
語
形
で
な
い
こ
と
も
産
物
帳
の
記
事
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
関
連
す

る
%
図
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
広
く
資
料
を
集
め
る
必
要
が
あ
る
。

ハ
コ
、
ヘ

器
は
こ
べ
繁
緯
は
こ
べ

コ
ベ
ラ

ハ

*
ひ
づ
る

ヒ
ズ
ル
、
ヘ
ズ
ル
、
ヒ
ズ
リ
、
ヘ
ズ
リ

隠
岐
全
域
に
ヒ
ズ
ル
類
の
語
形
が
分
布
し
、
西
郷
に
1
地
点
だ
け
ハ
コ
ベ
ラ

が
あ
る
。
こ
の
ハ
コ
ベ
ラ
の
存
在
か
ら
「
解
説
」
は
、
「
か
つ
て
は
、
こ
の
地
方

も
ハ
コ
ベ
ラ
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
」
と
言
?
つ
が
、
産

物
帳
の
「
は
こ
べ
」
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
0
 
異
名
の
「
ひ
づ
る
」

か
ら
言
う
と
、
ヒ
ズ
リ
、
ヘ
ズ
リ
は
島
外
の
影
響
を
受
け
た
語
形
か
も
知
れ
な
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『
隠
岐
国
産
復
』
の
方
一
言
語
乗

メ
で
あ
り
、
特
に
島
前
は
1
地
点
が
ド
ク
ダ
ミ
の
他
は
こ
の
語
形
で
占
め
ら
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
海
士
産
物
が
載
せ
て
い
る
「
い
ぬ
そ
ば
し
は
島
前
で
は
消

え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
「
解
説
」
は
エ
ノ
ゾ
マ
を
語
義
不
明
と
し
て
い
る
が
、
「
犬
」

を
イ
ノ
、
エ
ノ
と
発
音
す
る
の
は
隠
岐
で
は
普
通
の
こ
と
で
、
そ
れ
に
連
濁
規

則
が
働
い
て
イ
ヌ
ソ
バ
か
ら
イ
ヌ
ゾ
マ
ヘ
ホ
久
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
島
後
に
は

カ
ッ
テ
グ
サ
と
い
う
語
形
も
4
地
点
に
あ
る
が
産
物
帳
に
は
見
え
な
い
。

陬
鵬
空
豆

夏
大
豆

ナ
ツ
ダ
イ
ズ
、
ナ
ツ
マ
メ

*
そ
ら
豆

隠
岐
全
域
で
ナ
ツ
マ
メ
と
言
う
中
に
あ
っ
て
、
島
後
の
五
箇
と
中
村
に
だ
け

分
布
す
る
ナ
ツ
ダ
イ
ズ
が
産
物
帳
で
見
出
し
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ

れ
る
。
こ
れ
は
隠
岐
内
部
で
分
布
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
例
で
あ

る
。
海
士
を
始
め
と
す
る
島
前
か
ら
消
え
、
島
後
で
も
島
外
と
の
交
通
が
盛
ん

な
西
郷
な
ど
か
ら
駆
逐
さ
れ
て
、
辛
う
じ
て
北
部
に
残
っ
た
状
態
か
と
想
像
さ

れ
る
。
岡
山
県
南
部
に
ダ
イ
ズ
が
あ
る
か
ら
、
か
つ
て
は
広
く
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
思
わ
せ
る
し
、
同
じ
地
域
に
は
ソ
ラ
ダ
イ
ズ
と
い
う
混
一
父
語
形
も
あ
る
。

産
物
帳
が
異
名
と
し
て
載
せ
る
「
そ
ら
豆
」
(
ソ
ラ
ズ
?
)
は
隠
岐
に
は
広
ま

ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

田
籠
博

妬
図
「
尾
長
姐
」
胎
図
「
水
澄
ま
し
」
騒
図
「
あ
め
ん
ぽ
し

弱
図
「
田
声
騎
図
「
蝦
蟇
」
卸
図
「
殿
様
蛙
」

認
図
「
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
L
 
従
図
「
馬
酔
木
」
即
図
「
曼
珠
沙
華
」

鮎
図
「
龍
の
鬚
」
町
図
「
春
蘭
」
兜
図
「
と
く
さ
」

鄭
図
「
馬
鈴
薯
L

山

「
南
瓜
」

右
の
各
項
目
は
い
ろ
い
ろ
な
事
情
を
含
ん
で
い
る
。
一
っ
に
は
、
産
物
帳
の

調
査
が
粗
雑
で
あ
っ
た
た
め
に
記
事
が
存
在
し
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
 
6
図

器
図
、
 
U
図
、
"
S
妬
図
、
肪
図
、
認
図
、
部
図
、
町
図
、
羽
図
に
は
そ
の
可

能
性
が
あ
る
。
即
図
と
紅
図
の
対
照
表
が
作
れ
な
い
原
因
に
も
産
物
帳
の
側
の

ト
ン
パ
ウ

ト
ン
ホ
ワ

不
備
が
あ
る
。
隠
岐
産
物
に
「
蜻
挺
L
、
海
士
産
物
に
「
蜻
蛉
」
が
あ
る
も
の

の
、
種
類
名
ま
で
は
載
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
那
図
と
卸
図
に
関
し
て
は
、
野
津
大
氏
の
『
隠
岐
の
生
物
』
に
「
ト

ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
や
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
い
な
い
の
は
不
思
議
だ
と
思
う
。
」
(
五
六
頁
)

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
産
物
帳
の
欠
陥
で
は
な
い
。
隠
岐
産
物
は
「
蛙
L
 
の

見
出
し
の
下
に
「
あ
ま
か
へ
る
、
し
ま
か
へ
る
」
を
載
せ
、
海
士
産
物
に
は
も

う
一
種
「
つ
、
り
か
い
る
」
が
載
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
「
蝦
蟇
」
や
「
殿

様
蛙
L
 
に
は
該
当
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
一
言
え
ば
、
例
え
ば
郭
図
の
各
語

形
を
見
る
と
ア
カ
ガ
エ
ル
な
ど
は
「
殿
様
蛙
」
の
方
一
言
形
と
は
思
わ
れ
な
い
し
、

他
に
も
別
種
の
名
称
が
混
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
野
津
氏
の

記
述
を
信
じ
る
な
ら
ぱ
、
地
図
に
示
さ
れ
て
い
る
ヒ
キ
ガ
エ
ル
や
ト
ノ
サ
マ
ガ

エ
ル
と
い
う
語
形
の
具
体
性
が
か
え
っ
て
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(
討
)

Ⅷ
図
の
「
南
瓜
L
 
に
つ
い
て
は
か
っ
て
述
べ
た
。
確
実
な
裏
づ
け
こ
そ
得
ら

れ
な
い
け
れ
ど
も
、
産
物
帳
時
代
に
は
出
雲
ま
で
普
及
し
て
い
た
「
南
瓜
」
で

あ
る
が
、
隠
岐
で
は
ま
だ
栽
培
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
積
極
的
に
理
解
し

最
後
に
、
産
物
帳
に
記
載
が
あ
り
そ
う
で
い
な
が
ら
、
対
照
表
か
ら
漏
れ
て

い
る
事
項
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。

次
の
各
項
目
は
産
物
帳
に
相
当
す
る
記
事
が
な
か
っ
た
た
め
、
対
照
表
を
作

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

6
図
「
え
な
が
L
 
記
図
「
蟻
地
獄
L
 
即
図
「
赤
蜻
蛉
」

紅
図
「
や
ん
ま
」
虹
図
「
穀
象
虫
L
 
4
 
・
妬
図
「
大
小
の
姻
L
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た
い
。
次
に
触
れ
る
則
図
「
玉
罰
黍
L
 
や
川
図
「
馬
鈴
薯
L
、
「
薩
摩
芋
」
な
ど

比
較
的
新
し
く
普
及
し
て
き
た
産
物
の
記
事
が
隠
岐
産
物
に
な
い
こ
と
に
つ
ぃ

て
も
同
様
で
あ
る
。

「
玉
罰
黍
」
に
つ
い
て
は
、
広
戸
氏
が
『
方
言
語
業
の
研
究
』
で
詳
し
く
論

じ
て
お
ら
れ
る
。
筆
者
に
は
^
三
っ
^
信
が
な
い
た
め
に
^
照
表
に
は
^
え
な

か
っ
た
。
隠
岐
産
物
が
載
せ
る
黍
の
品
種
は
「
大
き
ひ
、
小
き
ひ
、
南
蛮
黍
」

の
三
種
に
過
ぎ
ず
、
二
十
九
種
を
集
め
た
出
雲
の
産
物
帳
と
は
比
較
に
な
ら
な

海
士
産
物
に
「
な
ん
ば
ん
き
び
」
と
記
さ
れ
て
い
る
最
後
の
「
南
蛮
黍
」

)
0

しが
「
玉
罰
黍
」
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
地
図
に
示
さ
れ
て
い
る
の

が
ト
ー
キ
ビ
系
の
語
形
ぱ
か
り
で
ナ
ン
バ
ン
系
が
な
く
、
出
雲
の
産
物
帳
に
「
玉

゛
、ノ

罰
黍
L
 
に
当
た
る
か
も
知
れ
な
い
「
ト
ゥ
キ
ヒ
、
タ
ウ
く
キ
ヒ
」
と
は
別
に

(
2
)

「
南
蛮
キ
ヒ
、
白
ナ
ン
バ
ン
、
赤
南
蛮
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
隠

岐
産
物
の
記
事
は
「
罰
黍
」
を
指
す
も
の
と
考
え
た
。

引
き
当
て
に
迷
っ
た
た
め
に
^
え
な
か
っ
た
の
が
、
^
図
「
^
^
ま
し
し
と

ル

ヒ

融
図
「
あ
め
ん
ぽ
」
で
あ
る
。
隠
岐
産
物
は
水
棲
昆
虫
を
「
水
蛭
飛
曳
ほ

ヒ
ル

う
ふ
り
虫
」
と
並
べ
て
い
る
が
、
海
士
産
物
の
同
じ
箇
所
に
は
「
蛭
水
掻

ぽ
う
ふ
り
虫
L
 
と
あ
る
0
 
「
飛
虫
」
と
「
水
掻
」
が
同
じ
虫
で
あ
る
と
し
て
も
、

読
み
が
明
ら
か
で
な
い
か
ら
「
水
澄
ま
し
」
と
「
あ
め
ん
ぽ
し
の
各
語
形
と
比

較
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ぱ
、
海
士
と
島
後
に
ト
ビ

ウ
マ
、
ト
ビ
ン
マ
の
語
形
を
持
っ
郭
図
「
あ
め
ん
ぽ
し
に
該
当
す
る
の
で
は
な

い
か
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。

注(
1
)
拙
稿
「
『
隠
岐
国
産
物
帳
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
文
学
科
編

第
十
盲
ぢ
1
 
一
。
な
お
、
同
僚
の
蘆
田
耕
一
助
教
授
は
本
学
附
属
図
皇
晶
桑
原
文
庫
に

次
の
一
本
が
あ
る
こ
と
を
教
示
さ
れ
た
。

該
本
は
、
縦
誤
.
↓
m
X
横
易
.
中
m
の
袋
綴
じ
で
、
改
装
表
紙
に
「
館
良
臣
謄
写
/

隠
岐
国
産
物
絵
図
註
書
/
桑
原
氏
蔵
書
」
と
墨
書
さ
れ
、
元
表
紙
に
は
「
隠
岐
国
産
物

絵
図
註
書
越
智
郡
/
周
吉
郡
/
海
士
郡
/
知
夫
里
郡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、

冒
頭
に
『
倭
名
類
聚
抄
』
隠
岐
国
か
ら
抄
出
し
た
罫
紙
一
葉
を
置
い
て
絵
図
註
書
が
続

い
て
い
る
。
後
半
の
「
隠
岐
国
産
物
L
 
の
記
事
は
省
か
れ
て
い
る
。
罫
紙
に
次
の
識
語

が
あ
る丙

午
初
夏
十
八
日
謄
写
之
簡
齊
之
東
窓
下
斯
日
喧
晴
舒

料
も
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
当
面
は
隠
岐
産
物
と
海
士
産
物
の
方
言
語
章
資
料
と

し
て
の
価
値
を
測
る
の
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
十
分
な
努
力
を
払
っ
て
い
な
い
。

足
り
な
い
点
は
今
後
補
っ
て
行
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

繰
り
返
し
に
な
る
け
れ
ど
も
、
産
物
帳
の
記
事
を
『
中
国
五
県
言
語
地
図
』

と
対
照
し
て
み
た
結
果
隠
岐
特
有
の
語
形
で
産
物
帳
時
代
ま
で
遡
る
も
の
が

あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、
語
の
意
味
ホ
久
化
の
形
跡
も
見
出
せ
た
。

特
に
い
く
つ
か
の
記
事
か
ら
は
、
一
聶
地
図
に
は
見
え
て
い
な
い
語
が
産
物
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
を
知
り
、
島
前
と
島
後
の
間
で
分
布
の
移
動

が
あ
っ
た
ら
し
い
項
目
も
あ
る
。
解
説
の
中
で
た
び
た
び
指
摘
し
、
右
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、
産
物
帳
の
記
事
は
完
全
な
資
料
で
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
、

文
献
資
料
を
欠
い
て
い
る
過
去
の
隠
岐
方
一
言
を
考
察
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料

で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
産
物
帳
の
記
事
と
『
中
国
五
県
言
語
地
図
』
の
語
形
の
対
照
に
関
し

て
簡
単
に
述
べ
た
。
本
格
的
な
解
釈
の
た
め
に
は
な
お
参
照
す
べ
き
語
形
や
資

一
九
九
一
年
三
月

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

三
三
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『
隠
岐
国
産
物
帳
』
の
方
一
磊
業

夏
気
喰
懐
悠
揚
学
堂
生
徒
来
登
今
将
就
返
講
之
業
乎

祝
子
之
声
既
催
出
勤
云
館
良
臣
漫
題

「
丙
午
」
は
明
治
三
十
九
年
で
、
「
館
良
臣
」
は
教
職
に
あ
っ
た
人
物
か
と
思
わ
れ
る

が
、
松
江
市
内
の
学
校
に
該
当
す
る
名
を
見
出
し
て
い
な
い
。
註
書
は
A
類
の
本
文
に
近

い
が
小
異
も
あ
る
。
原
本
が
何
で
あ
っ
た
の
か
興
味
が
持
た
れ
る
。

(
2
)
拙
稿
「
『
隠
岐
国
海
士
郡
海
士
村
産
物
扣
江
』
に
つ
い
て
1
解
題
と
翻
刻
1
、
山
陰
地

域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
六
号

(
3
)
注
1
の
拙
稿
、
お
よ
び
注
2
の
解
題
を
参
照
の
こ
と
。

(
4
)
他
藩
の
例
で
あ
る
が
、
鳥
田
智
庵
の
著
作
と
さ
れ
る
『
長
防
産
物
名
寄
』
の
「
周
防
産

物
名
寄
」
も
ま
た
、
そ
の
主
要
な
記
事
を
支
藩
で
あ
る
岩
国
藩
か
ら
提
出
さ
れ
た
『
周
防

岩
国
吉
川
左
京
領
内
産
物
并
方
言
』
に
ょ
っ
て
い
る
。
拙
稿
「
『
周
防
産
物
名
寄
』
の
成

立
」
島
大
国
文
十
九
号
。

(
5
)
拙
稿
司
周
防
産
物
名
寄
』
の
方
一
磊
乗
L
 
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
文
学
科
編
第
十

四
号
1
一

(
6
)
享
和
二
年
(
1
8
0
2
)
序
同
三
年
初
版
。
引
用
は
杉
本
っ
と
む
編
著
『
小
野
蘭
山

本
草
綱
目
啓
蒙
本
文
・
研
究
・
索
引
』
(
昭
和
四
十
九
年
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
)
に

よ
る
0

田
籠
博

(
7
)
徳
川
宗
賢
・
佐
藤
亮
一
編
、
 
1
9
8
9
年
、
小
学
館

(
邑
『
享
保
元
文
諸
国
産
物
帳
集
成
』
第
Ⅶ
巻
(
昭
和
六
十
二
年
、
科
学
書
院
)
所
収
『
隠

岐
国
産
物
絵
図
』
六
三
頁
、
お
よ
び
同
書
所
収
『
出
雲
国
産
物
名
疏
隠
岐
郡
』
一
五
七

頁
参
照
。

(
9
)
広
戸
惇
・
矢
富
熊
一
郎
編
、
昭
和
三
十
八
年
、
島
根
県
方
言
学
会
発
行

(
M
)
『
日
秀
一
言
大
辞
典
』
は
『
四
河
入
海
』
か
ら
引
い
て
い
る
が
、
亀
井
孝
氏
が
「
漆
桶

万
里
が
作
の
抄
も
の
の
う
ち
か
ら
」
(
「
国
語
学
」
鼬
集
『
日
本
語
の
す
が
た
と
こ
こ
ろ

⇔
』
亀
井
孝
論
文
集
4
、
昭
和
六
十
年
、
吉
川
弘
文
館
所
収
)
で
紹
介
さ
れ
た
抄
物
『
天

下
白
』
(
文
明
九
S
十
四
年
成
)
の
次
の
例
が
早
い
例
で
あ
る
。

娯
蛤
日
本
ノ
ナ
メ
ク
ヂ
ノ
属
也
ナ
メ
ク
シ
リ
ト
モ
云
也

(
Ⅱ
)
国
立
国
語
研
究
所
編
『
日
本
言
語
地
図
』
(
昭
和
四
十
七
年
、
大
蔵
省
印
刷
局
)
付
載

(
稔
)
島
根
県
女
子
師
範
学
校
編
(
石
田
春
昭
担
当
)
、
昭
和
七
年
。
後
に
国
書
刊
行
会
か
ら

昭
和
五
十
年
に
再
刊
。

(
B
)
島
根
県
女
子
師
範
学
校
郷
土
研
究
第
三
輯
(
石
田
春
昭
担
当
)
、
昭
和
十
一
年
。

(
U
)
注
8
の
書
の
六
五
頁
、
お
よ
び
一
六
二
頁
参
照
。

(
巧
)
同
右
書
六
九
頁
、
お
よ
び
一
六
三
頁
参
照
。

(
M
)
同
右
書
七
0
頁
、
お
よ
び
一
六
三
頁
参
更

(
Ⅱ
)
昭
和
五
十
八
年
、
読
売
新
聞
松
江
支
局
。

(
玲
)
注
8
の
『
出
雲
国
産
物
名
疏
』
三
八
頁
参
照
。

(
四
)
同
右
書
の
二
一
頁
、
お
よ
び
一
四
0
頁
去
照
。
な
お
カ
ラ
ー
ロ
絵
が
二
頁
に
あ
る
。

(
部
)
同
右
書
三
二
頁
、
お
よ
び
一
四
五
頁
去
語
{
。

(
幻
)
同
右
書
二
六
頁
お
よ
び
一
四
二
頁
去
殿
。
こ
れ
も
カ
ラ
ー
ロ
絵
が
一
頁
に
あ
る
。

(
訟
)
注
8
の
書
所
収
五
0
-
 
S
五
0
四
頁
去
殿
。

(
鈴
)
同
右
書
二
八
頁
お
よ
び
一
四
三
頁
参
照
。

(
討
)
拙
稿
「
方
言
資
料
と
し
て
の
『
出
雲
国
産
物
名
疏
』
L
(
『
奥
村
三
雄
教
授
退
官
記
念
国

語
学
論
叢
』
所
収
)
で
出
雲
地
方
に
お
け
る
問
題
点
を
述
べ
た
際
に
、
隠
岐
に
つ
い
て
も

一
言
及
し
た
。

(
お
)
注
8
の
書
の
九
九
頁
参
照
。

三
四

〔409〕




